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氏名・(本籍) 姫 野 洋 司

学位の種類 工 子 博 士

，、jそ位記番号 第 2 260 巧仁1

"?位f受lj・の日付 昭和 46 年 3 月 25 日

，、j三位授与の要件 工学研究科造船学専攻

学位規則第 5 条第 1 項該当

，、j三位 'Î命丈題目 肥大物体の粘性抵抗に関する理論的研究

論文審任委員 詰う占笹島秀雄
員IJ寄生村田 逗教授中村彰一教授八木順吉

教授松浦義一

論文内容の要旨

尚レイノズル数における物体のまわりの流れは通常プラントルの境界層用論によって解析されてい

るが、最近の船舶のように肥大化した船体のまわりの流れでは境界層Jf~，論の成。:しない範囲が!よく、

種々の流体力学(J'~現象を lり!らかにするには剥離を伴なう肥大物体のまわりの流れを解析する F法を確

\'(する必要がある。

イヰ J命丈は、後流中で、のiI'，\日JJ粘性を一主として問題を低レイノルズ数にむける流れに帰者させるとい

う仮説のうえに立って、肥大物体のまわりの流れを理論(J'~に種々の角度から研究したものである。

本 I論文の構成は 2 {fljからなっている。第 1 i'Hjは上の仮説に従って低レイノルズ紋にむけるナピヤ・

ストークス方程式の解を数値JI-'n: により求めたものであるが、 flJ柱のほか写像変換により杓I'JH- と任 dむ

怖rrúî の形状に対しでも Rn =40 として計算を行っている。次にこれらの JI-算結果と出レイノルズ数にむ

ける既知の実験結果との比較により今井の提案を吟味した結果、提案の根拠となった r~lrJ低|山]レイノルズ

数での流れ模様の類似性の仮定は一応妥当と忠われ、また抵抗値も臨界レイノルズ数以下の値になら

比較的近いが、圧力分布となるとほとんど類似性が認められず、境界条íl を変えて点而流れにスリソ

プを与えても改善されないことがわシっ士。 渦動粘性に|叫する知識の不充分な現ι、この }ji去を改良

するためには粘性の影響を後流内に止める千段を考慮すべきであろうと私lh治している。

第 2 古Ij は上記の仮定を基本的にはまもりながらも、ナピヤ・ストークス方程式の代りにそのお 1 近似

であるオゼーン方干呈式を用いて、 上の結論に従った解キ斤解を求めたものである。オゼーン式を附2 くに

あたっては、まずレイノルズ数無限大とした漸近展開式にむいて、任なの剥離位置に対する計算がJ1f

能であるような解を求め、上流の境界層計算に対する圧力分布を与え得るようにするとともに、後流に付

してはその解が実質的には分離した形で得られることを利用し、ここに渦動粘性を適HJ してイ1限レイ

ノルズ数の第 1 近似解を求めて、漸近展開の非現実性を取除いている。この子法によれば、物体を取

巻く大部分の流場は漸近展開によるポテンシャル流れ、物体表面は剥離点までが境界層 ~I-~~、剥離}，'J，
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以後は漸近展開の解による圧力わよび速度、最後に後流中は第 1 近似解の流れということになる。こ

れを円柱のまわりの流れに用いた計算結果では、表面上の圧力分布、後流内の流速分布とも夫験f直に

近く、第 1 部の計算よりもかなり改善されていることがわかる。このことは著者の与えた数'予モデル

が実際の流れを代表するものとして適当であることを示している。

論文の審査結果の要旨

今日、物体近傍の粘性流を珂論的に求める万法としては境界層 fl!!.1論があるのみで、大きな剥離を伴

なう場合にはこれとても無力となり、実験によるほか子段がないのが克'1'8である。本論丈はこのよう

な士場合に対し、従米あまり顧みられなかったオゼーンの近似式に注目し、これを改良して境作層別!I論

との接続、後流に付する渦拡散の導入などを行なって、，)ミ際に近い私li ~~を fl，):たものである。この Jj U;

は附則的には川位以外の物体にも適用できるので、まIj離点近傍の取扱いを近似(1'0 にもせよ IlrJì'Ëならし

める )flílJ に・歩を踏みだしたものとみられ、独創性の 1" ・:i い品よであるといえる。

これを j立船予(1'0 にみるとき、船尾のJ5波や(，晴元性能に付する宇山内の影特など、ほとんど Fのっけら

れていない川組を解HJJする有力な子t支を f是供したことになるが、他の，':';::分:P-í'にむいても応、 111 の IlrtìE

yt;土少なくないであろう口

よー J て本JiI 文:は博士JiIJどとして ftlli値あるものと認める。
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